
商業振興検討部会（仮称）

設置目的

２０１９年にラグビーワールドカップというビッグイベントを控え、インバウンド対策なども
含めたより効果的な事業を計画的に展開するための指針となるものが必要となってくる
ことから、専門的な知見を有する方々から構成される部会を設置し、ワールドカップ終了
後も見据えた計画のあり方について意見をいただく

目標・内容

平成３０年 ２月 第１４回 振興会議

５～６月 第１回部会
７～８月 第２回部会

１０～１１月 第３回部会

平成３１年 ２月 第１５回 振興会議

スケジュール予定

報告書

東大阪市商業振興ビジョンと今後の施策展開

折り返し地点として東大阪市商業振興ビジョンを振り返り、
今後の施策展開を検討

やる気ある店舗、元気な商業者、魅力ある個店をつなぐ

「点」から「面」へ、そして市域全体へ
商店街の枠を超えた、新たなグループの育成

(1)商業振興コーディネート事業
＜地域密着型支援の強化＞
＜地域資源活用、広域集客型支援の強化＞
・小阪まちゼミ
・若江岩田きらりプロジェクト
・個店コーディネート事業

(2)元気グループコーディネート事業
＜元気グループ推進型の強化＞
・布施三・四会
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商業振興の新たな視点
①これまで実施してきた事業の再評価およびビジョンにかかる追加検証
②今後の商業振興計画のあり方について
・効果的な事業展開の手法についての検討
・新しい商業分野への可能性
・商業振興ビジョンもしくは新たな指針の策定の是否


